
開
始
時
刻
　
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分

対
象
　
小
学
３
年
～
高
校
生

※
介
助
犬
体
験
だ
け

定
員
　
各
15
人
（
先
着
順
）

※
介
助
犬
体
験
だ
け

【
共
通
事
項
】

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
５
　

　
０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
９

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
季
節
展
「
虫

た
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

　
早
春
編
」
＊

会
期
　
４
月
22
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
園

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
入
園
は
４
時
ま
で
）

※
４
月
１
日
㈰
か
ら
は
５
時
（
入
園
は
４

時
30
分
）
ま
で

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市

新
里
町
）

内
容
　
チ
ョ
ウ
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
ミ
ツ

バ
チ
な
ど
、
春
を
代
表
す
る
昆
虫
に
つ
い

て
展
示
・
解
説
し
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１
　

　
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
６
６

問FAX

菜の花とセイヨウミツバチ

問FAX

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２
　

　
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

自
然
史
博
物
館
企
画
展
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
と
め
ぐ
る
利
根
川
の

旅
」
＊

会
期
　
３
月
17
日
㈯
～
５
月
13
日
㈰

※
月
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容
　
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
」
と
一
緒
に
、
利
根
川
の
河
口
か
ら
源

流
部
ま
で
旅
を
し
な
が
ら
「
坂
東
一
の
川
」

と
い
わ
れ
る
利
根
川
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
６
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０
　

　
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

問FAX

織田信長像（大徳寺蔵）（部分）利根川とぐんまちゃん

問FAX

会
場
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発

掘
情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
容
　
滑か

っ
せ
き石
や
琥こ

珀は
く

、
カ
ラ
ー
粘
土
な
ど

を
使
っ
た
勾
玉
作
り
体
験

費
用
　
２
１
０
円
～
１
０
３
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３
　

　
０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

問FAX

滑石を削って勾玉を作る

ぐ
ん
ま
天
文
台「
星
空
さ
ん
ぽ
」＊

期
日
　
３
月
17
日
㈯

※
天
候
不
良
時
は
中
止

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
高
山
村
中
山
）

内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
星
空
観
賞
に

役
立
つ
目
印
や
星
座
の
探
し
方
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す

　
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０
　

　
０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

歴
史
博
物
館
企
画
展
「
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

と
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
」
＊

会
期
　
３
月
17
日
㈯
～
５
月
13
日
㈰

※
月
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
天
下
統
一
の
礎
を
築
い
た
織
田
信

長
。
関
東
で
唯
一
信
長
の
支
配
を
受
け
た
、

群
馬
の
歴
史
に
迫
り
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
６
０
０
円
、
大
学
・
高 一番星を探す参加者

問FAX

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
「
紙
芝

居
で
楽
し
む
文
学
～
大
人
の
た

め
の
紙
芝
居
～
」

期
日
　
３
月
18
日
㈰

開
演
時
刻
　
午
後
２
時

※
上
演
時
間
約
90
分

会
場
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容
　
伊い

藤と
う

左さ

千ち

夫お

、
夏な

つ

目め

漱そ
う

石せ
き

、
幸こ

う

田だ

露ろ

伴は
ん

、
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う

、
泉い

ず
み

鏡き
ょ
う

花か

な
ど
、
明
治

時
代
の
作
品
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
、
大

人
が
見
て
楽
し
め
る
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１
　

　
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
「
春

の
勾ま

が

玉た
ま

ま
つ
り
」

期
間
　
３
月
22
日
㈭
～
４
月
６
日
㈮

※
土
曜
日
、
29
日
㈭
～
３
日
㈫
を
除
く

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
体

験
学
習
の
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）

問FAX
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㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

「
ハ
ナ
モ
モ
フ
ェ
ス
タ
」
＊

会
期
　
３
月
18
日
㈰
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
前
橋

市
柏
倉
町
）

内
容
　
ハ
ナ
モ
モ
と
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

一
足
早
い
春
を
演
出
し
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
６
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１
１

８
７
・
３
８
　
　
０
２
７
・
２
８
３
・
８

３
８
９

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

「
盲
導
犬
・
聴
導
犬
を
知
ろ
う
！

　
ふ
れ
あ
お
う
！
」

会
場
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館
（
太

田
市
長
手
町
）

【
盲
導
犬
・
聴
導
犬
の
活
動
紹
介
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
】

会
期
　
３
月
31
日
㈯
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

【
盲
導
犬
・
聴
導
犬
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
介
助
犬
体
験
】

期
日
　
３
月
10
日
㈯

館
物
博
・
館
術
美

し
催
の
ど
な

ハナモモとひな人形

問

FAX

　
生
涯
学
習
の
一
環
で
、
前
橋
市
公
民

館
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ラ
フ
タ
ー
（
笑

い
）
ヨ
ガ
」
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
当
公
民
館
の
高
齢
者
教

室
「
明
寿
大
学
」
の
同
窓
生
た
ち
で
、

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
人
ば
か
り
で
す
。
講

師
の
話
で
は
、
笑
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

が
減
り
、
免
疫
力
が
高
ま
る
の
で
、
理

由
な
く
笑
う
こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

　
楽
し
く
な
く
て
も
意
識
的
に
笑
う
と
、

脳
が
「
笑
っ
た
」
と
認
識
し
、
血
流
が

良
く
な
り
、
酸
素
が
あ
ら
ゆ
る
臓
器
に

行
き
渡
る
こ
と
で
心
身
が
活
性
化
さ
れ
、

元
気
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
笑
い
は
伝
染
し
や
す
い
の
で
、
自
分

が
笑
顔
で
相
手
に
接
す
る
と
、
相
手
も

好
意
的
に
接
し
て
く
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
し
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。

　
高
齢
化
社
会
で
は
、
一
人
一
人
の
介

護
予
防
や
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

笑
い
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
せ
ん
か
。

「
ラ
フ
タ
ー（
笑
い
）ヨ
ガ
」の
効
能

か
わ   

ぐ
ち

ひ
さ
し

川
口
日
志
さ
ん
（
前
橋
市
）

県
民
リ
ポ

タ

だ
よ
り
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